
 

第９期鳥取県介護保険事業支援計画及び老人福祉計画策定・推進委員会の概要 

 

１ 日時 令和５年５月２９日（月）午後１時３０分～３時４０分 

２ 場所 倉吉体育文化会館 教養室２ 

３ 概要 

田中委員、垣屋委員、辻中委員、國竹委員、居組委員、山辺委員の６名は欠席 

（１） 分科会の設置 

認知症分科会と介護人材確保分科会を設置する。 

（２） 委員長、副委員長の選任 

次のとおり、選任された。 

委員長  竹田委員 

副委員長 石田委員 

（３） 主な意見（自己紹介時の発言も含む） 

竹川委員 ・介護予防フレイル対策を、県がリーダーシップを発揮し進めてほしい。フレイルリ

ーダーをつくって、地域住民主体の介護予防活動の推進を。 

・介護者をどう支えるかという部分も手薄。 

竹田委員 ・離職防止に役立てるため、心理学を応用した職場の人間関係改善を研究している。 

・鳥取方式認知症予防プログラムの周知活用を。 

乾 委員 ・在宅支援診療所は訪問看護が増えてきたが、在宅支援をやる診療所自体は増えない

し高齢化してきており、人材確保が課題。 

・主治医と認定調査員の乖離が結構見られる。主治医の意見書の研修会も携わる医師

が決まっている。 

鈴木委員 ・訪問看護ステーションは規模が小さく課題が多い。 

山代委員 ・認定栄養ケアステーションがうまく活用されていない。栄養士を在宅で活用するこ

とが必要。 

・生活支援コーディネーターやケアマネージャーに栄養の重要性を周知する必要があ

る。 

・認定栄養ケアステーションの活用や認定ケースセッション、在野の栄養士を増やす

など取組をしていただけないか。 

・(委員会に)栄養部会をつくっていただけないか。 

・災害時の要介護者・要配慮者をどうやって見ていくか、一緒に考えたい。 

・鳥取県災害福祉支援センターの様々なプログラム・活動のバックアップを。 

大橋委員 ・人材不足、施設利用者の減少を懸念している。 

・電子アンケートの回答に対する対応を想定しておいていただきたい。 

今島委員 ・人材不足、サービス提供の質の確保を憂慮している。 

徳田委員 ・地域密着の観点から発案できれば。 

・アンケートで、希望するボランティア活動の範囲(※町内会、町単位等)を把握でき

ると良い。  

石田委員 ・栄養はわかる・わからないではなく、生きる基本として現状を把握する必要がある。

そのような観点からもケアプラン点検を継続していく。 

・異常気象による高齢者の健康被害に関する見守り対策を計画に盛り込んでほしい。

(介護ロボット、ＩＣＴ導入等) 

・改正介護保険法で努力義務として規定された生産性の向上について、制度を設計し

計画に位置づけてはどうか 

大塚委員 ・人材不足、研修の機会の減少を憂慮している。 

小林委員 ・薬剤師が在宅に関わる件数が増加している。皆様と協力しながら役に立ちたい。 

高場委員 ・食に関して、歯科衛生士の立場から何か提案できれば。 

・フレイル対策は、虚弱予防なのか、要介護重度化予防のいずれが重点課題か。両方
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であるべきとは思うが。 

福田委員 ・できる限り栄養士を地域ケア会議に在席させたい。 

・ケアマネが栄養のことがよくわからないから、声かけができていないのではないか

と聞いた。 

宮脇委員 ・現場のニーズを委員会にフィードバックしたい。 

・フレイルの段階で適切な介入をすると、健康な状態に戻りやすいと一般的に言われ

ている。地域の公民館とか高齢者が集まる場で、栄養士の出張講座を活用したい。 

吉野委員 ・認知症を取り巻く状況の変化に、制度や現場が追いついていない。(ぽ～れぽ～れ６

月号配布) 

・フレイル対策の範囲がわからない。栄養のことが出たが、オーラル、ヒアリング等

トータル的な対策が必要。 

・介護認定調査員及び審査員に対する研修の内容に意見を付することができるか、認

定審査会に当事者が関わることができるか。 

・認知症の人を在宅で抱える人たちに対する災害対策を指標に挙げてはどうか。 

片岡委員 ・自治会長や民生委員等、人材不足が課題。 

 

（４） 対応方針 

 【フレイル関係】 

○フレイルに関しては、鳥取県版フレイル対策推進協議会の議論を注視しながら、対策を計画へ位置づ

ける。 

○また、栄養に関しては委員会にワーキングを設置し、栄養の重要性の周知や栄養ケアステーションの

活用等総合的に施策を検討し、計画に位置づける。 

 ・栄養に関する取組周知 (包括・市町村社協・民生委員等) 

 ・認定栄養ケアステーションの活用促進、在宅の栄養管理の方策検討 

 

 【介護人材関係】 

  ○生産性向上については、人材分科会で検討し意見を計画に反映する。 

 

 【認知症関係】 

  ○鳥取方式認知症予防プログラムの周知等は、認知症分科会で検討し意見を計画に反映する。 

   ・認定調査員やかかりつけ医の研修内容見直し等を検討 

 

 【災害関係】 

  ○重点項目に災害対策を追記。必要な施策を計画に記載する。 

 

 【その他】 

  ○アンケートに係る各委員からの意見は全て追記修正等反映。 

  ○介護者の支援対策の検討(老老介護等)。  


